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論文内容の要旨
近年、我が国では、企業の社会活動や民間非営利組織などに対する社会的関心が高まっている。企業の社会活動に
関しては、欧州を中心に広がっている企業の社会的責任 (CSR : Corporate Social Responsibility) の実銭が日本企
業にとっての大きな関心事となっている。また、民間非営利組織は、 1998 年に特定非営利活動促進法が施行以来、
約 5年を経て、社会を構成する 1 セクえーとしての役割や機能を本格的に検証すべき時期に入っている。
企業の社会活動や民間非営利組織などへの期待が強まるなかで、本当にこれらの活動が効果的に効率的に遂行され
ているかという点については、疑問を抱かざるを得ない。企業の社会性評価や民間非営利組織を評価する試みも図ら
れてはいるが、うまく取り込まれていないという実情もある。
本論文で取り上げる 2 つのテーマで、ある企業の社会活動と民間非営利組織は、活動の最終目標を財務的な成果とし
ない点で、営利企業における事業活動とは特徴を異にする。経済性と社会性を両立させるとしづ意味で、活動の質を
経営的観点から高めていくことは急務となっている。非営利的活動を経営面から捉え経済性と社会性の両立を実現す
るために必要なことは何かを考え、最も重要な役割を果たす「マネジメント」と「評価」に着目することにした。
本論文の意義として以下の 3 つがあげられる。
第 1 に、非営利活動を経営的観点から捉えるための「新概念」を提示している。例えば、社会貢献活動には社会性
と経済性の両立を前提として投資概念や戦略的概念を導入し、従来活動からの抜本的な思想転換を促している。
第 2 に、実践までを想定した方法論に踏み込んだ検討を行っている。企業の社会活動や民間非営利組織の研究では、
実践的な方法論に関する研究が不足しているため、その解消を目指した。
第 3 に、バランス・スコアカードという経営管理手法を非営利活動のマネジメントと評価活動に適用している。特
に、社会貢献活動の戦略策定・評価制度としてバランス・スコアカードを適用した企業事例は、筆者らの手によるも
のがはじめてであり、国内外の研究成果としてこれまで、になかったものである。さらに、バランス・スコアカードを
応用した民間非営利組織ランキングも試みた。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、近年、我が国でも関心が高まっている企業の社会活動や民間非営利組織 (NPO) の活動について、マネ
ジメントと評価の視点から系統的な分析を行ったものである。企業の社会活動に関しては、欧州を中心に普及してい
る「企業の社会的責任J (CSR: Corporate Social Responsibility) の実践が日本企業にとっての大きな関心事となっ
ており、また、 NPO は、 1998 年の NPO 法施行以来 5年余りを経て、セクターとしての役割や機能を本格的に検証
すべき時期に入っていると考えられる。本論文は、そうした問題群に正面から取り組んでいる。
本論文で取り上げる 2 つのテーマで、ある企業の社会活動と民間非営利組織の活動は、活動の最終目標を財務的な成
果としない点で、営利企業の本来的な事業活動とは特徴を異にする。経済性と社会性を両立させるという意味で、活
動の質を経営的観点から高めていくことが急務となっており、本論文では、非営利的活動を経営面から捉えて、経済
性と社会性の両立を実現するために必要なことは何かという観点から、最も重要な役割を果たすと思われる「マネジ
メント」と「評価」に着目している。
本論文の貢献として以下の 3 つがあげられる。第 1 に、非営利活動を経営的観点から捉えるための「新概念」を提
示している。例えば、社会貢献活動には投資概念や戦略的概念を導入し、従来活動からの抜本的な思想転換を促して
いることである。第 2 は、企業の社会活動や民間非営利組織の研究では、実践的な方法論に関する研究が不足してい
るため、その解消を目指して、実践まで想定した方法論に踏み込んだ、検討を行っている点である。第 3 に、バランス・
スコアカードという経営管理手法を非営利活動のマネジメントと評価に適用している点である。特に、社会貢献活動
の戦略策定・評価制度としてバランス・スコアカードを適用した企業事例は、筆者らの手によるものがはじめてであ
り、国内外の研究成果としてこれまで、になかったものである。
このように、本研究は、この分野の先行研究にいくつかの注目すべき新たな知見を加え、重要な学術的貢献をして
いるものと評価でき、よって博士(国際公共政策)の学位に十分値するものであると判断する。
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